
＜平成２３年９月 第３回定例会 一般質問議事録より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

胃がん予防のためについてお伺いいたします。 

今や日本では、２人に１人ががんにかかるがん大国であります。これは、お隣

に座っている方か自分かのどちらかががんになるという確率ということになり

ます。 

その中で肺がんに次いで２番目に多い死因が胃がんであり、毎年５万人の方が

亡くなっております。この胃がんの因子がヘリコバクター・ピロリ菌であると

国際がん研究機関が認定いたしました。そして、ピロリ菌を除去すれば、胃が

んの抑制効果が大きいということがわかってきました。ピロリ菌は容器に息を

吹き込む呼気検査や血液検査などで感染の有無がわかり、そこで胃がんのハイ

リスクの人を絞り込み、内視鏡検査を受診し、ピロリ菌を除去することで胃が

んになるリスクを下げることが可能となります。 

足立区では、検便検査による大腸がん検査にあわせて 500 円の自己負担でピロ

リ菌検査を行っているそうですが、立川市として、こうした胃がん予防に有効

であるピロリ菌除去対策についてのお考えをお聞かせください。 

 

◎保健医療担当部長（佐橋恭子君） 

それから、胃がんの原因となり得るピロリ菌の対策でございますが、市では現

在ピロリ菌の検査及び除菌についての取り組みはございません 

 

ピロリ菌検査のことでございますが、ピロリ菌検査を検診項目に入れられない

かということは、ピロリ菌抗原検査ではピロリ菌感染の有無を調べることはで

きますが、胃がんの診断はできませんので、市の胃がん検診の方法としては、

国が効果があると認めたエ、胃エックス線検査を実施していくという考えでご

ざいます。 

 


